
クッパーマン更年期障害指数（ＫＫＳＩ：安部変法） （三京房）

日本版構成 安部徹良他

テストの標的 英国のH.S.Kuppermanが１９５６年に発表した更年期障害指

数で、国際的に定評のあるクッパーマン指数の日本版です。

産婦人科領域で広く利用され、臨床的な妥当性が認められてい

る検査です。

血管運動神経障害様症状、知覚異常、不眠、神経質、ゆううつ、

めまい、倦怠・疲労、関節痛・筋肉痛、頭痛、動悸、蟻走感、

クッパーマン更年期障害指数、重症度評価段階基準などで評価

します。

適用年齢 若年期～老年期の幅広い年齢層の女性

用紙・判定 クッパーマン更年期障害指数 7,000円

（内容）

テスト用紙 ５０部

使用手引 １冊

価格は本体価格です


